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学
校
法
人
常
磐
大
学
で
は
、
こ
の
開
学

１
０
０
周
年
を
記
念
し
て
、
２
０
０
４
年

度
か
ら
２
０
１
３
年
度
ま
で
の
10
年
間
を

１
０
０
周
年
記
念
事
業
期
間
と
し
、
こ
れ

ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
の
展
開
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
常
磐
大
学
大
学
院
被
害

者
学
研
究
科
の
設
置
を
機
に
「
芝
浦
サ
テ

ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
（
港
区
芝
浦
）」
の

開
設
（
２
０
０
４
年
）、
本
会
総
会
及
び

懇
親
会
で
も
利
用
し
て
い
る「
同
窓
会
館
」

の
開
館
（
２
０
０
５
年
）、「
情
報
メ
デ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
」
の
開
設
（
２
０
０
５
年
）、

一
時
預
か
り
保
育
室
「
常
磐
大
学
ナ
ー
サ

リ
ー
„
Ｐ
ｏ
ｐ
ｏ“
」
の
開
設
（
２
０
０

６
年
）、「
諸
澤
み
よ
記
念
館
」
の
開
館
（
２

０
０
６
年
）、「
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
」
の

設
立
（
２
０
０
７
年
）、「
智
学
館
中
等
教

育
学
校
」
の
開
校
（
２
０
０
７
年
）
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。

　

芝
浦
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、

ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
及
び
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス

テ
ム
を
含
ん
だ
双
方
向
遠
隔
授
業
シ
ス
テ

ム
を
使
っ
て
、
水
戸
と
東
京
で
ラ
イ
ブ
型

の
遠
隔
授
業
を
取
り
入
れ
た
授
業
運
営
を

行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
広
報
活
動
や
就

職
業
務
な
ど
法
人
本
部
の
支
援
業
務
、
同

窓
会
活
動
等
の
支
援
等
も
行
い
、
東
京
事

務
所
と
し
て
の
役
割
も
担
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
常
磐
大
学
高
等
学
校
に
程
近
い
場
所

に
開
館
し
た
同
窓
会
館
は
、
多
目
的
な
用

途
に
使
用
で
き
る
ホ
ー
ル
や
会
議
場
、
応

接
室
を
備
え
て
お
り
、
学
生
や
教
職
員
の

ほ
か
、
卒
業
生
に
無
料
で
開
放
し
て
い
ま

す
。

　

情
報
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
は
、
自
由
に

使
え
る
パ
ソ
コ
ン
を
多
数
配
置
し
た
Ｐ

Ｃ
教
室
の
ほ
か
、
語
学
学
習
の
機
能
が
充

実
し
た
Ｐ
Ｃ
を
設
置
し
て
い
る
コ
ー
ル
ラ

ボ
、
Ｃ
Ｇ
合
成
な
ど
情
報
を
加
工
し
た
新

コ
ン
テ
ン
ツ
の
制
作
も
可
能
な
バ
ー
チ
ャ

ル
ス
タ
ジ
オ
な
ど
を
完
備
し
た
情
報
拠
点

で
す
。

　

水
戸
市
中
心
部
の
大
型
商
業
施
設
内
に

開
設
さ
れ
た
一
時
預
か
り
保
育
室
「
常
磐

大
学
ナ
ー
サ
リ
ー
„
Ｐ
ｏ
ｐ
ｏ“
」
で
は
、

地
域
に
お
け
る
多
様
な
子
育
て
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
同
窓
会
館
脇
の

「
諸
澤
み
よ
記
念
館
」
で
は
、
創
立
者
諸

澤
み
よ
先
生
の
生
涯
と
常
磐
の
歩
み
を
分

か
り
や
す
く
展
示
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
は
、
地
域
連
携
活

動
に
関
す
る
「
総
合
窓
口
」
と
し
て
機
能

し
、
学
内
資
源
を
開
放
し
て
、
地
域
社
会

の
発
展
や
高
度
化
に
貢
献
す
る
た
め
活
動

し
て
い
ま
す
。智
学
館
中
等
教
育
学
校
は
、

「
人
間
の
尊
厳
を
大
切
に
し
世
界
的
視
野

で
考
え
行
動
で
き
る
人
材
を
育
て
る
」
を

教
育
の
基
本
理
念
と
し
て
開
校
し
ま
し

た
。
こ
の
理
念
の
も
と
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
た
ち
の
支
援
を
受
け
な

が
ら
、
21
世
紀
に
ふ
さ
わ
し
い
新
し
い
中

等
教
育
の
未
来
へ
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま

す
。

　

学
校
法
人
常
磐
大
学
で
は
、
本
年
、

開
学
１
０
０
周
年
を
記
念
し
た
「
開
学

１
０
０
周
年
記
念
式
典
」
の
開
催
、「
第

13
回
国
際
被
害
者
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
の

開
催
を
は
じ
め
と
し
て
、
様
々
な
記
念
事

業
の
企
画
を
検
討
し
、推
進
し
て
い
ま
す
。

　

*　

*　

*　

*　

*　

*　

*

　

同
窓
会
員
の
皆
様
、
こ
の
開
学
１
０
０

周
年
事
業
に
よ
り
新
設
さ
れ
た
施
設
の
見

学
を
兼
ね
て
、
今
の
常
磐
大
学
に
一
度
足

を
運
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

本
会
も
一
昨
年
設
立
20
周
年
を
迎
え
、

今
後
も
法
人
と
と
も
に
同
窓
会
活
動
が

ま
す
ま
す
活
発
と
な
り
ま
す
よ
う
会
員
の

皆
様
の
更
な
る
ご
支
援
、
ご
協
力
の
ほ

ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

学
校
法
人
常
磐
大
学
開
学
１
０
０
周
年

学
校
法
人
常
磐
大
学
は
、
２
０
０
９
年
の
今
年
、
創
立
者
諸
澤
み
よ
先
生
が
、
水
戸
市
馬
口
労
町
に
裁

縫
伝
習
所
を
開
設
し
た
１
９
０
９
（
明
治
42
）
年
か
ら
数
え
、
今
年
で
１
０
０
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

（1）

水戸常磐女学校時代の裁縫の授業風景（1933年）

　

　

１
９
０
９
年

１
９
２
２
年

１
９
３
５
年

１
９
４
４
年

１
９
４
６
年

１
９
４
８
年

１
９
５
１
年

１
９
６
６
年

１
９
６
８
年

１
９
６
９
年

１
９
７
５
年

１
９
８
３
年

１
９
８
７
年

１
９
８
８
年

１
９
８
９
年

１
９
９
０
年

１
９
９
３
年

１
９
９
６
年

１
９
９
９
年

　
２
０
０
０
年

２
０
０
１
年

２
０
０
２
年

２
０
０
３
年

２
０
０
４
年

２
０
０
５
年

２
０
０
６
年

２
０
０
７
年

２
０
０
８
年

裁
縫
伝
習
所
開
設

水
戸
常
磐
女
学
校
設
立
認
可

常
磐
高
等
女
学
校
設
立
認
可

財
団
法
人
常
磐
高
等
女
学
校
設
立
認
可

（
法
人
）
名
称
変
更
「
財
団
法
人
常
磐
高
等
女
学
校
」
↓
「
財
団
法
人
常
磐
学
園
」

学
制
改
革
に
よ
り
総
合
制
の
常
磐
女
子
高
等
学
校
設
立
（
普
通
科
、
被
服
科
、
商

業
科
、
別
科
）

私
立
学
校
法
に
よ
り
学
校
法
人
常
磐
学
園
設
立
認
可

常
磐
学
園
短
期
大
学
設
立
認
可
（
家
政
科
家
政
専
攻
、
家
政
科
食
物
栄
養
専
攻
）

（
短
期
大
学
）「
幼
児
教
育
科
」
設
置
認
可

常
磐
学
園
短
期
大
学
附
属
幼
稚
園
設
立
認
可

（
短
期
大
学
）「
教
養
科
」
設
置
認
可

常
磐
大
学
設
立
認
可（
人
間
科
学
部
人
間
関
係
学
科
、人
間
科
学
部
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
学
科
）

（
短
期
大
学
）
学
科
名
称
変
更
「
教
養
科
」
↓
「
教
養
学
科
」、「
幼
児
教
育
科
」
↓
「
幼

児
教
育
学
科
」、「
家
政
科
家
政
専
攻
」
↓
「
生
活
科
学
科
生
活
科
学
専
攻
」、

「
家
政
科
食
物
栄
養
専
攻
」
↓
「
生
活
科
学
科
食
物
栄
養
専
攻
」

（
大
学
）
人
間
科
学
部
「
組
織
管
理
学
科
」
増
設

常
磐
大
学
大
学
院
人
間
科
学
研
究
科
修
士
課
程
設
置

（
法
人
）
学
園
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
制
定

（
短
期
大
学
）
名
称
変
更
「
常
磐
学
園
短
期
大
学
」
↓
「
常
磐
大
学
短
期
大
学
部
」

（
短
期
大
学
）「
経
営
情
報
学
科
」
増
設

（
幼
稚
園
）
名
称
変
更
「
常
磐
学
園
短
期
大
学
附
属
幼
稚
園
」
↓
「
常
磐
大
学
短

期
大
学
部
附
属
幼
稚
園
」

（
大
学
・
短
期
大
学
）
セ
メ
ス
タ
ー
制
導
入

（
大
学
院
）
人
間
科
学
研
究
科
博
士
課
程
（
後
期
）
設
置

（
大
学
）
国
際
学
部
設
置
（
国
際
協
力
学
科
、
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
）

（
短
期
大
学
）
名
称
変
更
「
常
磐
大
学
短
期
大
学
部
」
↓
「
常
磐
短
期
大
学
」

（
幼
稚
園
）
名
称
変
更
「
常
磐
大
学
短
期
大
学
部
附
属
幼
稚
園
」
↓
「
常
磐
短
期

大
学
附
属
幼
稚
園
」

（
大
学
）
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
学
部
設
置
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化
学
科
、
ヒ
ュ
ー

マ
ン
サ
ー
ビ
ス
学
科
）

（
高
等
学
校
）
名
称
変
更
「
常
磐
女
子
高
等
学
校
」
↓
「
常
磐
大
学
高
等
学
校
」（
男

女
共
学
化
）

（
短
期
大
学
）
学
科
名
称
変
更
「
幼
児
教
育
学
科
」
↓
「
幼
児
教
育
保
育
学
科
」

常
磐
大
学
国
際
被
害
者
学
研
究
所
開
設

（
短
期
大
学
）
改
組　

「
教
養
学
科
」「
経
営
情
報
学
科
」
↓
「
キ
ャ
リ
ア
教
養
学
科
」

（
大
学
）
改
組　

人
間
科
学
部
（「
人
間
関
係
学
科
」「
組
織
管
理
学
科
」
↓
「
心

理
教
育
学
科
」「
現
代
社
会
学
科
」）
国
際
学
部
（「
国
際
協
力
学
科
」「
国
際
ビ
ジ

ネ
ス
学
科
」
↓
「
国
際
関
係
学
科
（
国
際
協
力
学
専
攻
、国
際
ビ
ジ
ネ
ス
学
専
攻
）」、

「
英
米
語
学
科
」）（
大
学
院
）
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
学
研
究
科
修
士
課
程
設
置

（
短
期
大
学
）「
経
営
情
報
学
科
」
廃
止

（
法
人
）
名
称
変
更
（「
学
校
法
人
常
磐
学
園
」
↓
「
学
校
法
人
常
磐
大
学
」）（
大

学
院
）
被
害
者
学
研
究
科
修
士
課
程
設
置
（
幼
稚
園
）
名
称
変
更
（「
常
磐
短
期

大
学
附
属
幼
稚
園
」
↓
「
常
磐
大
学
幼
稚
園
」）

（
大
学
）
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
学
部
地
域
政
策
学
科
増
設

（
短
期
大
学
）「
教
養
学
科
」
廃
止

智
学
館
中
等
教
育
学
校
設
立
認
可

（
大
学
）
人
間
科
学
部
健
康
栄
養
学
科
設
置
認
可

（
大
学
）
改
組　

「
人
間
科
学
部
現
代
社
会
学
科
（
組
織
管
理
学
コ
ー
ス
）」「
国
際

学
部
国
際
関
係
学
科
（
国
際
協
力
学
専
攻
、
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
学
専
攻
）」
↓
「
国

際
学
部
経
営
学
科
」「
人
間
科
学
部
心
理
教
育
学
科
」
↓
「
人
間
科
学
部
心
理
学

科
、
同
教
育
学
科
」（
大
学
・
短
期
大
学
）
改
組　

短
期
大
学
「
生
活
科
学
科
食

物
栄
養
専
攻
」
↓
大
学
「
人
間
科
学
部
健
康
栄
養
学
科
」）（
短
期
大
学
）
改
組　

「
生
活
科
学
科
生
活
科
学
専
攻
」
↓
「
キ
ャ
リ
ア
教
養
学
科
」

開
学
１
０
０
周
年
記
念
事
業

に
お
け
る
こ
れ
ま
で
の
取
組
み

今
後
計
画
し
て
い
る

開
学
１
０
０
周
年
記
念
事
業

年

　

法
人
沿
革

同
窓
会
沿
革

常
磐
大
学
同
窓
会
設
立

　
総
会
・
懇
談
会
・
講
演
会
（
田

崎
真
也
氏
）

Ｌ
棟
食
堂
に
『
プ
ロ
ジ
ェ
ク

タ
ー
一
式
』
寄
贈

総
会
・
懇
談
会
・
講
演
会
（
陣
内
貴

美
子
氏
）
以
後
総
会
・
懇
談
会
は
毎

年
開
催
『
テ
レ
ビ
２
台
』
寄
贈

『
テ
ン
ト
20
張
』
寄
贈

記
念
体
育
館
『
演
台
』
寄
贈

会
報
『
と
き
わ
の
風
』
創
刊

Ｑ
棟
１
階
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ

「
ラ
バ
ッ
ツ
ァ
」『
カ
ウ
ン
タ
ー
テ
ー
ブ

ル
４
台
』『
椅
子
12
脚
』
寄
贈

記
念
体
育
館
『
源
氏
幕
』
寄
贈

設
立
20
周
年
記
念
講
演
会
（
安

藤
和
津
氏
）
支
部
細
則
制
定

在
学
生
表
彰
の
創
設

智学館中等教育学校校舎（2008年）

常磐大学見和キャンパスの現況（2008年）



　

常
磐
大
学
硬
式
野
球
部
は
、
2
0
0
8

年
度
秋
季
関
甲
新
学
生
野
球
リ
ー
グ
１
部

で
２
位
と
な
り
、
第
4
回
関
東
地
区
大
学

野
球
選
手
権
大
会
へ
の
初
出
場
が
決
定

し
ま
し
た
。
勢
い
に
乗
る
硬
式
野
球
部

は
、
横
浜
ス
タ
ジ
ア
ム
で
行
わ
れ
た
第
1

回
戦
、
国
際
武
道
大
学
に
７
─１
で
勝
利

し
、
続
く
準
決
勝
で
流
通
経
済
大
学
を
４

─３
で
下
し
ま
し
た
。
そ
し
て
決
勝
で
は
、

創
価
大
学
に
１
─５
で
敗
れ
は
し
た
も
の

の
、
準
優
勝
を
果
た
し
、
創
部
以
来
の
悲

願
で
あ
る
明
治
神
宮
野
球
大
会
（
全
国
大

会
）
に
駒
を
進
め
ま
し
た
。

　

明
治
神
宮
野
球
大
会
は
、
地
区
大
会
を

勝
ち
抜
い
た
10
大
学
が
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方

式
で
戦
い
ま
す
。
初
戦
は
、
北
陸
・
東
海

３
連
盟
代
表
の
愛
知
学
院
大
学
。
常
磐
大

学
は
１
回
表
に
１
点
を
先
制
さ
れ
る
も
、

そ
の
裏
に
は
２
点
を
返
し
、
３
回
に
も
追

加
点
を
上
げ
ま
し
た
。
吉
岡
興
志
投
手
の

好
投
で
１
失
点
に
抑
え
、
３
─１
で
全
国

大
会
で
の
初
勝
利
を
収
め
ま
し
た
。
そ
し

て
11
月
17
日
、
４
強
入
り
を
か
け
て
戦
う

準
々
決
勝
の
相
手
は
、
関
西
５
連
盟
第
一

代
表
で
、全
国
大
会
常
連
の
立
命
館
大
学
。

ミ
ス
が
続
き
、
４
失
点
。
相
手
投
手
の
切

れ
の
良
い
投
球
に
打
線
も
抑
え
込
ま
れ
、

０
─４
で
涙
を
呑
み
ま
し
た
。

　

準
決
勝
進
出
は
叶
わ
な
か
っ
た
も
の

の
、
関
東
大
会
に
初
出
場
を
果
た
し
、
久

保
田
智
之
投
手
（
阪
神
）
や
小
野
寺
力
投

手
（
西
武
）
も
果
た
せ
な
か
っ
た
神
宮
球

場
の
土
を
踏
み
し
め
、
１
勝
を
も
ぎ
取
っ

た
硬
式
野
球
部
。
大
き
な
舞
台
を
経
験
し

た
硬
式
野
球
部
の
今
後
の
活
躍
に
も
大
い

に
期
待
し
た
い
で
す
。

　

ま
た
、
今
回
の
硬
式
野
球
部
の
活
躍
の

影
に
は
、
吹
奏
楽
団
O
B
・
硬
式
野
球
部

O
B
・
そ
の
他
多
く
の
同
窓
生
達
の
協
力

が
あ
り
ま
し
た
。
試
合
中
の
応
援
曲
の
演

奏
や
物
品
寄
贈
な
ど
の
活
動
支
援
、
そ
し

て
多
く
の
同
窓
生
が
神
宮
球
場
に
訪
れ
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
選
手
達
を
応
援
し
ま
し

た
。
全
国
大
会
で
の
１
勝
は
常
磐
大
学
の

在
学
生
・
教
職
員
・
卒
業
生
が
一
丸
と
な
っ

て
勝
ち
取
っ
た
価
値
あ
る
も
の
と
な
り
ま

し
た
。

　

サ
ク
サ
ク
、
ザ
ク
ザ
ク
い
や
ザ
ッ

ザ
ッ
か　

…
…　

人
気
の
な
い
日
曜
の

キ
ャ
ン
パ
ス
の
庭
に
ふ
き
だ
ま
っ
た
落

ち
葉
を
踏
む
。
乾
い
た
音
で
す
が
、
靴

底
を
通
し
て
枯
れ
葉
が
大
地
と
僕
と
を

つ
な
い
で
く
れ
る
よ
う
な
感
じ
が
し
ま

す
。

　

い
つ
だ
っ
た
か
、
常
磐
大
学
の
入
学

案
内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
、
そ
の
庭
に
は

じ
め
て
集
っ
た
第
1
期
生
全
員
の
笑
顔

が
揃
っ
た
写
真
が
飾
っ
た
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
。
だ
れ
の
ア
イ
デ
ィ
ア
だ
っ
た

か
忘
れ
ま
し
た
が
、
今
の
情
報
メ
デ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
場
所
に
建
っ
て

い
た
合
宿
所
の
2
階
か
ら
入
学
式
の
あ

と
に
撮
っ
た
写
真
で
す
。
そ
の
時
、
桜

の
花
び
ら
が
舞
っ
て
い
た
か
ど
う
か
定

か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
キ
ャ
ン

パ
ス
の
木
々
は
ま
だ
青
い
若
葉
を
息
吹

い
て
は
い
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
で

も
、
そ
こ
に
集
っ
た
笑
顔
た
ち
に
は
、

自
分
た
ち
が
こ
れ
か
ら
創
っ
て
い
く
常

磐
大
学
の
未
来
を
信
じ
て
若
葉
を
開
こ

う
、
新
し
い
風
を
吹
か
せ
よ
う
、
と
す

る
若
々
し
い
明
る
い
意
気
込
み
が
あ
ふ

れ
て
い
ま
し
た
。
ま
だ
18
歳
そ
こ
そ
こ

の
面
々
で
す
。

　

そ
れ
以
来
、
皆
さ
ん
が
吹
き
続
け
た

25
年
の
風
が
今
の
常
磐
大
学
の
風
紋
を

形
づ
く
り
新
た
な
風
を
起
こ
し
続
け
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
が
吹
き
続
け
て
き
た

風
は
、
あ
る
時
は
厳
し
く
冷
た
い
風
で

あ
り
、
あ
る

時
は
心
地
よ

い
や
さ
し
い

そ
よ
風
で
し

た
。
僕
た
ち

は
そ
の
風
に

吹
か
れ
な
が

ら
舞
っ
て
き

た
だ
け
の
木

の
葉
だ
っ
た

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
し
、
そ
の
舞
い
方

は
拍
手
を
も
ら
え
る
よ
う
な
も
の
で
は

な
か
っ
た
と
も
思
い
ま
す
。
で
も
、
そ

れ
ら
の
風
々
が
姫
が
丘
の
木
々
を
育
て

守
り
、
今
も
僕
が
踏
み
し
め
る
枯
れ
葉

を
落
と
し
、
ま
た
新
芽
を
生
ん
で
く
れ

て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
風
を
吹
き
起
こ

す
源
は
皆
さ
ん
で
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
心
地
よ
い
風
に
乗
り
な

が
ら
舞
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

そ
う
言
え
ば
、
誰
か
の
歌
に　

風
に

吹
か
れ
て　

と
い
う
の
が
あ
り
ま
し

た
。

（2）

第
39
回
明
治
神
宮
野
球
大
会
初
出
場
、初
勝
利
！

第
39
回
明
治
神
宮
野
球
大
会
初
出
場
、初
勝
利
！

MESSAGE

風
に
吹
か
れ
て

ご
結
婚
さ
れ
た
方

吾
郷　

美
加
さ
ん

（
旧
姓　

萩
野
谷
） 「
人
間
科
学
部
12
期
」

菅
谷　

敦
子
さ
ん

（
旧
姓　

舩
山
）
「
国
際
学
部
1
期
」

　

2
0
0
8
年
の
ニ
ュ
ー
ス
で
、
メ
ジ
ャ
ー

リ
ー
グ
へ
挑
戦
す
る
日
本
人
選
手
の
先
駆

者
で
あ
っ
た
野
茂
投
手
が
、
現
役
引
退
し

た
こ
と
に
つ
い
て
印
象
的
で
し
た
。
本
学

で
も
野
球
に
関
す
る
話
題
が
あ
り
、
プ
ロ

野
球
ド
ラ
フ
ト
会
議
で
吉
岡
投
手
、
卒
業

生
の
矢
貫
投
手
が
指
名
を
受
け
た
こ
と
、

硬
式
野
球
部
が
明
治
神
宮
野
球
大
会
に
初

出
場
し
た
こ
と
な
ど
、
喜
ば
し
い
こ
と
が

続
き
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
今
後
も
ま
す

ま
す
ク
ラ
ブ
・
サ
ー
ク
ル
活
動
が
発
展
し

て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
！
（
O
）
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編
集
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掲

載
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集
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☆情報満載の同窓会ホームページも是非ご覧下さい。　　　http://www.tokiwa.ac.jp/̃dosokai/

小
田　

資
さ
ん
「
国
際
学
部
5
期
」

小
田　

文
さ
ん

（
旧
姓　

冨
岡
）
「
国
際
学
部
5
期
」

杉
山　
裕
美
さ
ん

（
旧
姓　

樋
口
）
「
国
際
学
部
5
期
」

杉
山　

剛
さ
ん
「
人
間
科
学
部
18
期
」

2009年度
同窓会総会・懇談会の開催について

※時間等の詳細は後日ハガキにて
　お知らせいたしますのでご確認
　ください。
　皆様の参加をお待ちしております。

２００９年６月１３日（土）

場所‥同窓会館（予定）

人間科学研究科・
人間科学部教授

慶應義塾大学大学院社会学研究科
博士課程単位取得退学。
社会学修士。専門：社会学。
日本社会学会、日本村落研究学会、
地域社会学会員。

先生柄澤　行雄

2
0
0
8
年
度

学
生
支
援
事
業
報
告

○
学
園
祭
へ
の
援
助
金　
　

5
万
円

○
硬
式
野
球
部
関
東
大
会
及
び

　

全
国
大
会
出
場
に
係
る
支
援
金　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

68
万
円

　

学
長
奨
励
賞
受
賞
者
の
遠
藤
愛

美
さ
ん
（
国
際
学
部
英
米
語
学
科

3
年
）
に
記
念
品
の
ボ
ー
ル
ペ
ン

が
同
窓
会
よ
り
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

遠
藤
さ
ん
は
、
中
国
人
留
学
生
の

チ
ュ
ー
タ
ー
活
動
や
、
学
内
外
に

お
け
る
中
国
四
川
大
地
震
募
金
活

動
で
の
中
心
的
な
活
動
な
ど
、
日

本
人
と
中
国
人
の
橋
渡
し
と
し
て

の
活
躍
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

2
0
0
8
年
度　
春
セ
メ
ス
タ
ー

同
窓
会
長
奨
励
賞
授
与

○
2
0
0
8
年
度
秋
季　

リ
ー
グ
戦
績　

　

関
甲
新
学
生
野
球
リ
ー
グ
１
部

　

常
磐
大
学　

２  

─ 

１　

作
新
学
院
大
学

　

常
磐
大
学　

１ 

─ 

９　

作
新
学
院
大
学

　

常
磐
大
学　

６ 

─ 

２　

作
新
学
院
大
学

　

常
磐
大
学　

１ 

─ 

０　

平
成
国
際
大
学

　

常
磐
大
学　

０ 

─ 

８　

平
成
国
際
大
学

　

常
磐
大
学　

６ 

─ 

６　

平
成
国
際
大
学

　

常
磐
大
学　

３ 

─ 

２　

平
成
国
際
大
学

　

常
磐
大
学　

０ 

─ 

４　

上
武
大
学

　

常
磐
大
学　

０ 

─ 

１　

上
武
大
学

　

常
磐
大
学　

２ 

─ 

６　

山
梨
学
院
大
学

　

常
磐
大
学　

１  

─ 

６　

山
梨
学
院
大
学

　

常
磐
大
学　

１  

─ 

２　

白
鴎
大
学    

　

常
磐
大
学　

２  

─ 

１　

白
鴎
大
学

　

常
磐
大
学　

２  

─ 

１　

白
鴎
大
学

　

１
部
リ
ー
グ
2
位

2008年度　同窓会総会にて

同
窓
会
事
務
局
で
は
、
会
報
「
と
き
わ
の
風
」
に
掲
載
す
る
会
員
の
皆
さ
ま
か
ら
の
投
稿
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
日
々
の
雑
感
・
近
況
報
告
な
ど
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。（
編
集
の
都
合
上
8
0
0
字
程
度
で
お
願

い
し
ま
す
。）
な
お
、
掲
載
さ
れ
た
方
に
は
、
薄
謝
進
呈
い
た
し
ま
す
。

﹇
送
付
先
﹈
〒
3
1
0
-8
5
8
5　

常
磐
大
学
同
窓
会
事
務
局  

ま
た
は
、do

s
o
k
a
i@
to
k
iw
a
.a
c
.jp


